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要旨

現金経済の本質とその導入時における人間行動の変化を考察するために，短期間に自給経済から現金経済へ

と急激に変化したエチオピア西南部の小規模社会(マジャンギル社会)を事例として取り土げ，現金経済への

適応の様態を具体的に記述する.森林内で焼畑 蜂蜜採集，狩猟などの自給的な生業をおこなってきたマジャ

ンギル社会は， 1980年代の定住化をへてエチオピア国家の傘下に入ったが， 20世紀末に定住村内に定期市が開

設されると，急速に日常生活に現金経済が浸透した.本稿では特に，世帯経済の現況を具体的に提示するとと

もに，現金経済の浸透による変化を代表する現象としてウシ・ヒツジ飼養と土器製作をめぐる変化に着目し

た.現金経済への適応は1950年代以降に生まれた世代において顕著にみられる一方，それよりとの世代では相

対的に浸透度は緩'慢である.このことは1970年代前後にキリスト教を受容した世代が，伝統的生活習習を守る

高齢世代より円滑に現金経済に適応したことを示唆する

キーワード:現金経済，自給経済，家畜，土器，定住イ七，エチオピア

はじめに

本稿の白的は，短期間に自給経済から現金経済へと急激

に変化したヱチオピア西南部の小規模社会を事例として取

り上げ，現金経済への適応の様態を具体的に記述すること

によって，人間にとって現金経済とは何か，自給経済から

現金経済への移行に際して人々の行動はどのように変化す

るのかを考察することにある.

数民族を完全に統治することなく，間接的な影響を与えつ

つも事実 i二放置してきた.本稿の対象となる民族マジャン

ギルはその典型で，西南部の低地に分布する森林の中にわ

ずか 2世帯から十数世帯程度の小さな集落を形成しつつ，

焼畑，採集，狩猟などの生業をおこなってきた CStauder

1971 ;佐藤2003; 2005) . 

エチオピアは，イタリアによる約5年間の占領期をのぞ

いて，ヨーロツパによる植民地化をまぬかれ独立を保った

国である.園内に言語の異なる80以上の民族をかかえるエ

チオピア国家は， 19世紀から1970年代前半まで続く帝政期

を通じて，国家の辺境である西南部の低地に住む多くの少

本九州大学大学院比較社会研究院環境変動部門基層矯造講座

エチオピアの社会主義革命によって1974年に帝政は終売

を迎え， 1970年代末になると社会主義政権による定住化政

策がi西南部にもおよび，マジャンギルの移住性の高い伝統

的な集落パターンと生活は大きく変わったが，その後も焼

畑を中心とする自給経済は基本的に存続し，村内で現金が

やりとりされることはほとんどなかった.それが急激に変

化したのは次章以下で述べるように，定住村に定期rtiが開
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佐藤廉也

設された20世紀末の頃からである.比較的近年まで自給経

済を基本としながら，短期間のうちに現金経済への適応を

とげたマジャンギルの経済行動の変化を検討することに

よって，現金経済，ひいては貨幣とは何か，人間にとって

貨幣はどれほどの普遍性を持つものであるかを考察する材

料になり得るだろう.

人間の経済行動の普通性を実験経済学の立場から検証す

る道具のひとつに 「最終提案ゲームJiがある.先進諸国

の様々な属性をもっ人々のあいだでこの実験が繰り返され

た.そのほとんどの結果は類似したもの，すなわち，提案

者による分配案はほとんどの場合自らが50'"'-'80%をとると

いうものであり， 70%以上の提案に対しては応答者によっ

て拒否される確率が高まるというものであった.これらの

結果は，人間の「公正への選好jの普遍性を示すものとし

て理解されてきた.

ところが，へンリッチらの人類学者グループが，南米，

アフリカ，ニューギニアなどにまたがる複数の小規模社会

において同様のゲームを実施したところ，先進諸国とは大

きく異なる結果が得られ これらは標準的な経済学の仮定

する「経済人」とも また行動経済学者が予想する「公正

への選好」をとる人間性とも異なるものだった(Henrichet 

aL 2004) .興味深いのは，これらの結果の分析において，

へンリッチらは「現金経済が浸透している社会ほど，最終

提案ゲームにおける提案額(自らの取り分)が少なくなる

(つまり，公正性，平等性の志向がより強い)Jという相関

を見いだしていることである.

これらの結果にはいくつかの解釈が可能であると思われ

る.ひとつは，現金経済の浸透によって人々は公正を選好

するようになるというもので，もうひとつは，もともと公

正への選好をもっ人々が現金経済を受容しやすいというも

のである，さらに 現金を分配するというゲームのルール

がそもそも現金経済のルールを認知することを必要とする

のだ，という解釈も可能かもしれない.いずれにせよ，自

給経済から現金経済へと移行する局面を観察することに

よって，人間の経済行動の普遍性と多様性を検討するのに

役立つはずである.

本稿では，次章においてマジャンギルの20世紀後半以降

の社会変容と定住化の歴史について簡潔に述べた後で，第

3章で1999年に定住村内に開設された定期市について記述

し，続いて第4章では定期市開設後のマジャンギル世帯経

済について検討する.そして続く章で，定期市開設後のマ

ジャンギ、ルの経済行動の変化を象徴するものとして，とく

に家畜飼養の開始と土器製作・売買をとりあげ，その現状

を記述する.本稿で提示されるデータは1992年以降にクミ

村を中心に筆者によっておこなわれた現地調査にもとづく

ものであるが，多くは2009年 8月から 9月にかけておこ
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なった調査によっている .

2 マジャンギルと20世紀後半以降の

社会経済変容

マジャンギルは，エチオピア西南部(ガンベラ州，オロ

ミアナ1'1，南部諸民族州)の森林地域をも っぱら居住地とし

て選び，焼畑と，蜂蜜をはじめとする森林産物の採集，狩

猟などを生業としてきた 推定人口 3'"'-'4万人のナイルサ

ハラ語系の集団である(図 1 写真 1・2) .森林内では伝

統的に，世帯数わずか数戸の小集落を形成し，数年から数

十年ごとに集落を移動しつつ暮らしてきた.20世紀前半期

以前から，森で採集した蜂蜜を始め，象牙や野生のコー

ヒーなどの交易を通じて外部集団とのかかわりを保ってき

たが，1960年代頃までは中央政府との直接的な接触は希薄

で，政府はたびたび徴税の試みをおこなったが成功せず，

相対的な政治的自律性を保っていた.第二次大戦の前後ま
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図 1 調査地域の位置

写真 1 マジャンギルの集落景観(手前は焼畑、背後には

成熟林が広がる)



定期市の開設にともなうマジャンギルの生業変化と現金経済への適応

写真2 マジャンギルの焼畑

では奴隷交易も残存しており，マジャンギルは奴隷狩りの

対象となっていた.エチオピア高地人はマジャンギルをつ

かまえてエチオピア各地にあった奴隷市場で売り，またそ

れが不可能な時はその場で殺害することも珍しくなかった

ため，エチオピア高地人とマジャンギルのまともな接触は

生まれにくかった(佐藤 2005). 

1960年代半ばになると長老教会系の福音主義キリスト

教ミッションによるマジャンギルへの布教活動が始まっ

た.それまでスーダンで布教活動をしていたアメリカ人

ミッションがマジャンギルの森の奥深く(今日のゴダレ

Godare村，位置については図3参照)を伐関して飛行場

をつくり，そこを拠点として学校と診療所を開設して11年

あまりの間活動をおこなった.

1974年に社会主義革命が起こり，皇帝は廃位され軍事社

会主義政権が誕生した.この政権は1970年代後半から圏内

の辺境部で定住村化(villagization)政策を実施し，それま

で辺境部で国家から自律的に生活していた少数民族を傘下

に組み込むことを企てた.この政策は多くの場所では成功

しなかったとされるが，マジャンギルはこれを積極的に受

け入れ，その結果森の中にいくつもの定住村がつくられ，

若い世代を中心に人口が集まった.この定住化政策をリー

ドしたのは，過去にキリスト教ミッションの影響を受けた

世代のマジャンギルたちであった.政府は定住化に際して

山刀や洋服を安価で-配布するなどの策をとり，それらが誘

因となった面もあるが，マジャンギルの若者たちは自ら，

村の中心に教会をつくり 定住化と併行してキリスト教の

普及に努めた.社会主義政権は外国人による布教活動を禁

じたため，ミッションは既になくなっていたが，ミッショ

ンの影響を受けた若いマジャンギルたちが自発的に普及活

動をおこなったのである CSato2002) . 

1991年には社会主義政権が倒れ 民族を代表とする地方

自治を謡う新政権が誕生した.各地の民族を構成要素とす

る州自治の理想はかえってその権利をめぐる民族問の争い

を助長させる側面もあったものの 政権は1990年代半ば以

降相対的に安定し，本稿の主な調査地であるクミ村にも，

1995年には小学校が開校し ぼぽ同じ時期に公立の診療所

が建設され高地人の診療士が常駐するようになった.政権

が安定するとエチオピアの辺境部の町にも靴やラジオ，洋

服などの工業製品が増え，マジャンギノレもそれらの消費財

を求めるようになっていき 町の高地人との交渉機会も

徐々に増えていった.また，1999年には，高地系移民がク

ミ村に入植を始めた (2009年現在 村人の 1割強は高地系

移民で占められている).村の人口増加はすすみ，焼畑伐

採地を含む村の範域は急速に拡大し 定住化前とは一変し

ている(図 2a，b).そうしたなかで，村のなかにも定期市

が開設された.次章ではこの定期市について述べる.

3 定住村における定期市の開設

クミ村における定期市は，高地系移民の入植があった

1999年に，ゴダレ地区行政府の提案に基づいて初めて開設

された.開設場所は，村内の高地系移民の住居が建てられ

た地区とマジャンギ、ルの住居が列村状に並ぶ地区の交点に

あたる場所で，村の中心に近い T字路の広場である(図

、:ぜ¥¥

写真4 定期市で土器やキダチトウガラシを売る村の女性
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2 ) .マジャンギルの村落における定期市の開設はクミ村

が最初期であったが，その後マジャンギルのいくつかの定

住村で定期市が開かれ現在に至っている(図 3，写真 3・

4 ) .ープJ，クミの南方に(立置するアシャニ村，ゴンチ村，

またクミの北西に位置するパジャジ村など，開設したが人

が集まらずに廃止になった事例もある.定期市が現在まで

残っているのはゲレシェ村など，地区行政府のある町メ

ティに近接する村のほか，ゴダレ村やクミ村などマジャン

ギル定住村のなかで人口が多く 学校， 診療所などの中心的

な機能を持つ村である

定期nJで庖を構えるのは村に住むマジャンギルと高地系
移民で，購買者は村人のほか，差額による利益を得るため

に町からキダチトウガラシや蜂蜜，ニワトリなどを買い付

けに米る小規模な潟地系商人で・ある.境界線はないが，マ

ジャンギルとi白地系移民のJJJ舗開設場所は大きく市場の東

と凶で分かれており，表 1・表2からわかるように，取り

扱う商品も異なる.

表 1 マジヤンギルが村の定期市で販売する物品・サービス

標準的な販売
H反売単{i/: ! 販売者

価格 (ETB)

トウモロコ シ 1 1 1カッ プ (約500cc) 女性

キダチトウ力、ラシ 61 1カップ(約500cc) 女性

カボチャ I{悶 女性

サツマイモ l山 女性

パイナップル 2 I{問 女性

アポガード 0.5------1 I{問 女性

コーヒーの葉 l lW :女性

シロ(双類、の粉) 111カップ(r-JlOOcc) 女性

塩 1 I Jカッ プ (約lOOcc) 女性

インジェラ I枚 女性

明、! 0.5 l伺 女性

ニワトリ l羽 女性・男性

ジュース 0.5 l杯 少年

12---... 13 lkg 男性

11同 女性

散髪 2 ]人 男性

靴磨き 0.5 少年

靴修理 3 少年

食事 4 インジェラ・立のワット 女性

ETB=:エチオピアプル (2009年 8月時点で lブルー7.5円)

出典:2009年 9月の現地調査で観察されたもの

表2 高地系移民が村の定期市で販売する物品・サービス

標準的な販売
販売単位

価格 (ETB)

法問削 l ]カップ(IOOcc)

t1A lカップ(IOOcc)

トウガラシ 6 1カップ (500cc)
ト一一一一一一一一一一ーー一一一一一一一一一一一一一一一一一 ヤ一一ー一

モ口コシ 1カップ (500cc)

90 

タマネギ 2 l山

ニンニク 1 UJ 

ジャガイモ 2 l山

食用油 25 l リットル

タノ〈コ l枚

シロ(豆類の粉) lカップ(100cc)

ミトミッタ 2 lカップ(100cc)

アピシニアキャベツ l束

むけん 3.5------5.5 1 i間

単 l電池 6 2 {悶

単 3電池 10 4 {同

ビスケット 1箱

懐中電灯 I{回

ガム l枚

ベットボトル(空容器) 2 I 1本(1.5リットル)

タジ(製粉用ざる) 10 1{同

ビニル袋 0.5 l枚

マッチ 0.5 l箱

アルミ鍋 1{問

プラスチック製食器 4 1 f同

靴・サン夕、/レ 15""25 l足

洲 一一一一一一 10」 2二3;; 
l着

槍先 l本

llJ刀 1本

斧 l本

Ui典:2009年 9fjの現地調査で観察されたもの

マジャンギルの商品は蜂蜜やニワトリのほか，焼畑二次

林で採集され乾燥させたキダチトウガラシや， トウモロコ

シ，サツマイモ，カボチャ，卵などの農畜産品，自作の土

器などで，ほとんどは自家生産 ・採集されたものである

が， ヴゴで靴磨きやジュース(粉ジュースを水に溶かして

瓶に詰め販売するもの)など 親や親戚が少年に道具を貸

し与えてさせる商売も現在ではおこなわれている(写真

5) .季節によっては 収穫されたコーヒー立も取引され

る.ウシやヒツジなどの大型家畜については，市場の規模

が小さいため村の定期市で取引されることは通常なく，こ

写真5 ジュースを売るマジャンギルの少年



定期市の開設にともなうマジャンギ‘ルの生業変化と現金経済への適応

写真6 理髪業を営むマジャンギル

写真7 定期市の近くでマジャンギルの女性が開いている

食堂

れらの売買はメティの町の定期市などでおこなわれる.ま

た，理髪を営む男性(写真 6)や，女性のなかには，塩や

蒸留酒，食用油，調味料などを町で購入して村まで運ぶ商

売をする者もここ数年増加している.それらの商品は定期

市だけでなく日常生活のなかで隣人たちに販売されてい

る.さらに，定期市開設場所の近くでは食事を提供する女

性もあらわれた(写真7)，ここでは彼らが日常的に食して

いるインジェラ(モロコシやトウモロコシを原料とするク

レープ状の発酵パン)とワット(おかずとしてインジェラ

とともに食されるシチュー)を提供し 他村から来たマ

ジャンギルや高地人を相手に商売をしている.また，一方

高地系移民の場合は，ニンニクやタマネギなどの農産物を

女性が販売する一方，男性は靴，洋服，日用雑貨など町で

入手可能な工業製品を売るための屈を構える.

著者はクミ村に定期市が開設されて間もない2000年 2月

に初めて市の観察をおこなったが，当時のマジャンギル，

とくに年配の女性たちは市場における取引きに不慣れで‘，

応は出しても売買交渉はなかなか成立しなかった.それま

でのマジャンギルと高地人との関係は良好とはいえず，マ

ジャンギ、ルが森から町に出かけていくと 商品として持っ

て行った蜂蜜に高地人が勝手に指を入れて賞味したり，法

外な安値で蜂蜜を買おうとするなど，マジャンギルにとっ

て高地人は油断のならない存在であった.初期の市におい

ては自らの商品に対する適正価格も把握していないという

事情もあり，高地人が客観的に適正といえる偵をつけて

も，かたくなに商品の売却を拒否する女性が多くみられ

た.そのため当時の市では 村のなかで長老 11 と位置づけ

られる数人のマジャンギルが 拡声器を使って市場をまわ

り， IキダチトウガラシはO円，卵はO門，…j と「適正

価格Jを周知する行為が観察された.

しかしその後，村内で急速に現金経済が浸透し，マジャ

ンギルの隣人どうしでも日常的な現金のやりとりがおこな

われるようになり 品目ごとの価格変動も各倒人が把握す

るようになったため，現在では定期市においても価格の交

渉が比較的円滑におこなわれるようになっている.エチオ

ピアはここ数年のインフレ政策のために物価の上昇と変動

がきわめて激しく， 15'Uえば2000年当時と比較すると，塩は

2.5倍，蜂蜜とキダチトウガラシは 3倍，卵は 4倍に上昇

しているが，定期市に参加する今日のマジャンギルはこれ

らの変動を比較的正確に把握し 受け入れているようにみ

える.これは上に述べたように 定期市の開設後に村内で

の現金のやりとりが日常的になったことによる.次宣言で、は

現金にかかわる世帯経済の現状について述べる.

4 定期市開設後の世帯経済

著者が初めてクミ村で調査を開始した1992年当時，村内

におけるマジャンギルどうしの現金のやりとりは，教会活

動資金を村内で貯蓄ぎするための果物販売や，婚資 川のやり

とり，不時の出費における貸し借りなど，きわめて限定さ

れたものであった.マジャンギルは1960年代以前から蜂蜜

採集活動を現金獲得のための生業としておこなっており，

それによって得た現金で山万や斧を また定住化後の1980

年代以降には時計，華ftや塩，電池，石けんなどを購入して

いたが，それらはメティなと、の町で、購入するもので，村内

でのやりとりは例外的だった.もちろん隣人どうしで塩や

石けんなどの日用品を融通したり 食事をふるまったりす

ることは毎日おこなわれていたが それらは現金を介さな

い助け合いの互恵的行為であった.マジャンギノレどうしの

会話では，森の外に住むi布地人や他民族に対して「彼らは

友人どうし，親戚どうしですら金のやりとりをするJとい

う邦検的表現がしばしば登場する.このような状況であっ

たため，著者が村に住み込み調査する際も，見返りに金品

を支払うことはなく，寝泊まりするための小原と毎日の食

事は他の旅人と同様に無償で供与されていた.
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